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２０２１年４月２６日

建築研究所 WＥBプログラムVer2.8 ⇒Ver３.０への更新に伴い

外部開口部リストについてもVer３.０ に対応した新バージョンを作成

２０２４年８月1日

住宅開口部性能確認リストを新規作成するにあたり、大部分が

ガラスで構成されていないドア等の開口部（フラッシュドア・引戸）、二重窓の自動算出に対応した
新バージョンを作成

２０２５年１月７日

誤記があったため修正

２０２５年１1月１日

建材研究所 技術情報で三層複層ガラスの改訂があったため「建具とガラスの組み合わせ」によ
る開口部の熱貫流率を改訂

施工管理者記入欄に建築会社名を追加し、施工（管理）者及び納入管理者欄に氏名を記入、

捺印を廃止

更新履歴
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１-１） 外部開口部リストの活用目的

１. 外部開口部リスト 運用要領

① 住宅サッシ取扱い事業所を取り巻く市場環境の変化

◆ 建築物省エネ法では、２０２５年４月以降に着工する原則すべての住宅・建築
物に省エネ基準適合が義務付けられます。建築確認や完了検査の中で省エ
ネ基準への適合の確認が必要になります。

◆ 一方、「長期優良住宅 」、「 認定低炭素住宅 」、「 フラット35S 」、「 ZEH 」など
の新築住宅においては、平成29年4月1日以降は、平成28年省エネ基準に則し
た外皮性能を満たすことが求められ、住宅性能表示制度の必須項目でもある
温熱環境の分野としては、外皮性能を求める為に、開口部一窓毎の性能等の
データを示すことが必須条件となっています。

◆このような背景にある中、住宅サッシ・防火戸取扱い事業所様（以下、サッシ事
業所という）では、平成28年省エネ基準に伴う一連の対応ができる知識・技術を
取得しておくことが求められます。
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② 外部開口部リストとは？

１. 外部開口部リスト 運用要領

◆ 工務店様や設計事務所様が、平成28年省エネ基準適合判定や住宅性能表示
  制度等を活用する目的で外皮計算を行なう場合、一般にホームページ上で公開
  されている、一般社団法人  住宅性能評価・表示協会（以下、評価協という）の
  『住宅の外皮平均熱貫流率及び外皮平均日射熱取得量（冷房期・暖房期）計算
  書』 や、国立研究開発法人 建築研究所の『住宅・住戸の外皮性能の計算プロ

  グラム』を活用して、外皮計算を行うケースが主流となっています。

◆ その際、個別物件の外皮性能を算出する為には、サッシ一窓毎の性能情報を
  準備する必要がありますが、そのデータ提供は、サッシ事業所に求められてくる
  事が予測されます。
  言い換えれば、サッシ事業所が、お客様のご要望に応える為には、個別物件
  一窓毎のサッシ・ドアの性能情報を提供する事が必要となります。

◆ 外部開口部リストは、サッシ事業所の皆様が通常のご商売で使用される呼称・用
  語をベースに簡単にデータ作成ができ、且つ、工務店様にご提供できる帳票です。
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③ 住宅性能評価制度における住宅サッシ事業所との係わり

◆平成28年省エネ基準に対応する開口部データ情報を、物件単位の窓毎に提供。
◆サッシ・ガラスの各種性能のデータを集約し、物件毎に簡便に証明する書式
◆納入明細書及び製品保証書として、サッシ事業所が正しく組立完成品にした「窓」の証。

住宅性能表示制度において、所定の設計・工事が行われる事を証明するため、サッシ事業所は、
住宅生産者との契約に基づき、納入したサッシ・ドアの性能を有する事を証明しなければなりません。

１. 外部開口部リスト 運用要領
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１-２） 外部開口部リストの活用によるメリット
① 省エネ基準適合義務化への対応

１. 外部開口部リスト 運用要領

7

適合判定機関向けの「設計・監理資料集」に
窓・ドアの性能確認方法として「外部開口部
リスト」、「住宅開口部性能確認リスト」を使っ
て性能確認できることが記載されています。
適合判定用資料作成業務の簡素化にお役
立てください。

Ｐ４６ 外部開口部リスト
木造戸建て（仕様基準）２-１０

Ｐ１３１ 住宅開口部確認リスト
木造戸建て（標準計算）２-１７
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１-２） 外部開口部リストの活用によるメリット

※「外部開口部リスト」を活用することにより、外皮計算に伴う開口部のデータ
提供が容易となり、各種申請がスムーズになります！！

② 省エネ基準（平成２８年省エネ基準）を満たす木造住宅への対応

基準 発行機関

・  設計住宅性能評価（断熱等性能等級４） （登録住宅性能評価機関）

・  建設住宅性能評価（断熱等性能等級４） （登録住宅性能評価機関）

・  長期優良住宅建築等計画認定通知書 （特定行政庁）

・  長期優良住宅建築等計画に係る技術的審査適合証 （登録住宅性能評価機関）

・  住宅事業建築主基準に係る適合証 （登録建築物調査機関）

・  フラット３５Ｓ 適合証明書（省エネルギー性） （特定行政庁、登録住宅性能評価機関）

③ 低炭素建築物認定制度への対応

１. 外部開口部リスト 運用要領
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「省エネ基準適合義務対象建築物に係完了
検査の手引き」にも窓・ドアの性能表示の例
として「住宅開口部性能確認リスト」が記載さ
れています。
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１-２） 外部開口部リストの活用によるメリット

ユーザー（施主）様が希望する、補助金や減税、優遇金利を得られる
 住宅を建築する場合、工務店様は平成２８年省エネ基準や低炭素基準を
満たす性能の住宅 を建築する必要があります。
    （＝外皮性能と一次エネルギー消費量の算出を行うデータの把握、収集）  

工務店様は、外皮性能を入力する窓等の断熱性能（熱貫流率、日射
熱取得率データ）を商品ごとに納入業者に依頼することになります。
  事業所様は、邸別、使用箇所別 に窓の断熱性能をわかりやすく 提
供することが、工務店様からの大きな信頼につながります。

外部開口部リストで提案
・基本１枚の書式でＯＫ

⇒  シンプル明解

メーカーカタログやオリジナル書式
・使用箇所別の提案が煩雑
・ 納品書は別途提出 （説明が必要）
   ⇒  手間がかかる

１. 外部開口部リスト 運用要領
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上記プログラムで、外皮計算をする際に、事業所で通常使用する呼称・用語で、
簡易に作成・提出できるサッシ・ドアの開口部データが外部開口部リストです！

平成28年省エネ基準対応の外皮計算システム

今後、建築業界にて、一般的に使用される性能評価支援ツールは、
以下が主流と考えられています。

①住宅の外皮平均熱貫流率等 計算書システム （評価協ホームページ）
②住宅の外皮性能の計算プログラム（建築研究所ホームページ）

一次エネルギー消費量
住宅・住戸の外皮性能

平成28年省エネ基準における要求項目（戸建住宅）

外皮計算システムと外部開口部リスト

１. 外部開口部リスト 運用要領

※一次エネルギー消費量とは？
化石燃料、原子力燃料、水力・
太陽光など自然から得られる
エネルギーを「一次エネルギー」
といいます。
一次エネルギー消費量は、「暖房
設備」、「冷房設備」、「換気設備」、
「照明設備」、「給湯設備」、「その
他設備」のエネルギー消費量を
合計して算出します。
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① 評価協の住宅の外皮平均熱貫流率等 計算書システム

評価協のホームページ

①統計情報・技術者向け情報をクリックする。

②申請補助ツール（各種計算書等）を
選択しクリックする。

１. 外部開口部リスト 運用要領

≪URL≫ https://www.hyoukakyoukai.or.jp/
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① 評価協の住宅の外皮平均熱貫流率等 計算書システム

③計算シート説明書きの下部にある
『利用条件に合意し利用する』

をクリックする。

１. 外部開口部リスト 運用要領
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① 評価協の住宅の外皮平均熱貫流率等 計算書システム

１. 外部開口部リスト 運用要領

13

④木造戸建て住宅（標準入力型）Ver2.4

をクリックする。
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① 評価協の住宅の外皮平均熱貫流率等 計算書システム

⑤内訳計算シートAの
方位ごと（東面、南面・・・等）
のシートに必要事項（窓、ド
ア等）を入力します。

⑥各方位ごとのシート等が集計
され、住宅の外皮平均熱貫流率
及び外皮平均日射熱取得率等
の計算結果が表示され、省エネ
ルギー基準外皮性能適合可否
結果が表示されます。

１. 外部開口部リスト 運用要領

窓の必要入力項目
・窓番号
・寸法（ｍ）幅、高さ
・熱貫流率
・日射熱取得率
・付属部材の有無

■ 外部開口部リストは、サッシ
事業所の皆様が、通常のご商
売で使用される呼称や用語を
ベースに容易に熱貫流率等の
情報を選択る事ができる為、
評価協の外皮計算システムを
利用される工務店様にとって
は、開口部情報を、迷う事無く
スムーズにプログラムに入力
する事ができます。

14



あああ（Meiryo UI 20ポイント）

Copyright(C)2025 Japan Sash Manufacturers Association All rights reserved. 

② 建築研究所の住宅の外皮性能の計算プログラム

建築研究所のホームページ

１. 外部開口部リスト 運用要領

URL：https://www.kenken.go.jp/

｢省エネ基準・低炭素建築
物認定基準｣をクリックす
る。

4．1住宅に関する省エネルギー基準に準拠した
プログラムを選択する。
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② 建築研究所の住宅の外皮性能の計算プログラム

１. 外部開口部リスト 運用要領

16
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１. 外部開口部リスト 運用要領

② 建築研究所の住宅の外皮性能の計算プログラム
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② 建築研究所の住宅の外皮性能の計算プログラム

④窓・ドアの入力シートに必要情報を入力します

１. 外部開口部リスト 運用要領

窓・ドアの必要入力項目
・方位
・開口部面積
・建具仕様
・ガラス仕様
・付属部材

等を入力すると
・熱貫流率
・日射熱取得率

が表示されます。

18

窓の入力

ﾄﾞｱの入力
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外部開口部リスト２０２５年版 （兼 製品保証及び納入明細書） VER3 記入例【アルミ樹脂複合】

直接記入 選  択 選  択 選     択 自動表記 選  択 自動表記 自動表記
自動表記/
直接入力

自動表記 自動表記 選   択 直接記入

1 １階 リビング ＡＷ-1 南 一重窓 引違い 16520 1690 2030 3.43 仕様 2 複層 LowE（日射取得型） A 16 84 ○ 　 　 　 2.91 ｻｯｼ協ＨＰ 0.51   建研ＨＰ 日本サッシ ＡＪサッシ

2 １階 リビング ＡＷ-2 南 一重窓 引違い 16520 1690 2030 3.43 仕様 2 複層 LowE（日射取得型） A 16 84 ○ 2.91 ｻｯｼ協ＨＰ 0.51   建研ＨＰ 日本サッシ ＡＪサッシ

3 １階 和室 ＡＷ-3 南 一重窓 引違い 25620 2600 2030 5.28 仕様 2 複層 LowE（日射取得型） A 16 84 ○ 2.91 ｻｯｼ協ＨＰ 0.51   建研ＨＰ 日本サッシ ＡＪサッシ

4 ２階 寝室 ＡＷ-4 南 一重窓 引違い 16509 1690 970 1.64 仕様 2 複層 LowE（日射取得型） A 16 84 　 ○ 2.91 ｻｯｼ協ＨＰ  0.30  建研ＨＰ 日本サッシ ＡＪサッシ

5 ２階 子供室 ＡＷ-5 南 一重窓 引違い 16520 1690 2030 3.43 仕様 2 複層 LowE（日射取得型） A 16 84 ○ 　 2.91 ｻｯｼ協ＨＰ 0.51   建研ＨＰ 日本サッシ ＡＪサッシ

6 ２階 子供室 ＡＷ-6 南 一重窓 引違い 16520 1690 2030 3.43 仕様 2 複層 LowE（日射取得型） A 16 84 ○ 2.91 ｻｯｼ協ＨＰ 0.51   建研ＨＰ 日本サッシ ＡＪサッシ

7 １階 トイレ ＡＷ-7 北 一重窓 上げ下げ 06009 640 970 0.62 仕様 2 複層 LowE（日射取得型） A 16 84 ○ 2.91 ｻｯｼ協ＨＰ 0.51   建研ＨＰ 日本サッシ ＡＪサッシ

8 １階 洗面所 ＡＷ-8 北 一重窓 たてすべり出し 06009 640 970 0.62 仕様 2 複層 LowE（日射取得型） A 16 84 ○ 2.91 ｻｯｼ協ＨＰ 0.51   建研ＨＰ 日本サッシ ＡＪサッシ

9 １階 ホール ＡＷ-9 北 一重窓 ＦＩＸ 02611 300 1170 0.35 仕様 2 複層 LowE（日射取得型） A 16 84 ○ 2.91 ｻｯｼ協ＨＰ 0.51   建研ＨＰ 日本サッシ ＡＪサッシ

10 ２階 ホール ＡＷ-10 北 一重窓 ＦＩＸ 02609 300 970 0.29 仕様 2 複層 LowE（日射取得型） A 16 84 ○ 2.91 ｻｯｼ協ＨＰ 0.51   建研ＨＰ 日本サッシ ＡＪサッシ

11 １階 トイレ ＡＷ-11 北 一重窓 上げ下げ 06009 640 970 0.62 仕様 2 複層 LowE（日射取得型） A 15 84 ○ 2.91 ｻｯｼ協ＨＰ 0.51   建研ＨＰ 日本サッシ ＡＪサッシ

12 １階 リビング ＡＷ-12 東 二重窓 引違い 16511 1690 1170 1.98 仕様 5 複層 無し A 16 104 ○ 2.26 ｻｯｼ協ＨＰ 0.74   建研ＨＰ 日本サッシ ＡＪサッシ

13 １階 キッチン ＡＷ-13 東 一重窓 引違い 11907 1235 770 0.95 仕様 2 複層 LowE（日射取得型） A 15 84 ○ 2.91 ｻｯｼ協ＨＰ 0.51   建研ＨＰ 日本サッシ ＡＪサッシ

14 ２階 子供室 ＡＷ-14 東 一重窓 たてすべり出し 06009 640 970 0.62 仕様 2 複層 LowE（日射取得型） A 16 84 ○ 2.91 ｻｯｼ協ＨＰ 0.51   建研ＨＰ 日本サッシ ＡＪサッシ

15 １階 浴室 ＡＷ-15 西 一重窓 上げ下げ 06009 640 970 0.62 仕様 2 複層 LowE（日射取得型） A 15 84 ○ 2.91 ｻｯｼ協ＨＰ 0.51   建研ＨＰ 日本サッシ ＡＪサッシ

16 ２階 寝室 ＡＷ-16 西 一重窓 上げ下げ 06009 640 970 0.62 仕様 2 複層 LowE（日射取得型） A 16 84 ○ 2.91 ｻｯｼ協ＨＰ 0.51   建研ＨＰ 日本サッシ ＡＪサッシ

17 ２階
クローゼッ

ト
ＡＷ-17 西 一重窓 たてすべり出し 06009 640 970 0.62 仕様 2 複層 LowE（日射取得型） A 16 84 ○ 2.91 ｻｯｼ協ＨＰ 0.51   建研ＨＰ 日本サッシ ＡＪサッシ

18 １階 キッチン ＡＷ-18 北 ドア 勝手口ドア 06020 640 2030 1.30 仕様 2 複層 LowE（日射取得型） A 16 84 ○ 2.91 ｻｯｼ協ＨＰ 0.51   建研ＨＰ 日本サッシ ＡＪサッシ

19 #N/A #N/A  #N/A    #N/A

20 #N/A #N/A  #N/A    #N/A

21 #N/A #N/A  #N/A    #N/A

階 部位（部屋） 番号 方位 区分 開閉形式 呼称 W H 開口面積 記入区分 建具仕様（枠） 建具仕様（戸）
＊１参

照
①種類 ②Ｌｏｗ－Ｅの有無

③中空
層種類

④中空層
厚み

＊２参照
熱還流率

U値
性能根拠 性能根拠

サッシ
メーカー

シリーズ名
又は記号

直接記入 選  択 選  択 選   択 自動表記 選  択 選択 選択
自動
表記

自動表記
自動表記/
直接入力

自動表記 直接記入 選  択 直接記入

22 １階 玄関 ＡＷ-19 ドア 玄関ドア 07422 790 2200 1.74 仕様 金属製熱遮断構造 金属製断熱フラッシュ構造 7-ﾄﾞｱ2 ガラス無し 無し N 無し 116 1.90 ｻｯｼ協ＨＰ 計算/試験 日本サッシ ＡＪドア

23 １階 キッチン ＡＷ-20 　引戸 玄関引戸 16520 640 2000 1.28 仕様 金属製熱遮断構造 金属製フラッシュ構造 7-ﾄﾞｱ3 複層 LowE A 問わず 124 2.91 ｻｯｼ協ＨＰ 計算/試験 日本サッシ ＡＪ引戸

24 仕様 #N/A #N/A #N/A ｻｯｼ協ＨＰ  

25 仕様 #N/A #N/A #N/A ｻｯｼ協ＨＰ  

26 仕様 #N/A #N/A #N/A ｻｯｼ協ＨＰ  

32.87

窓　〇〇 窓　〇〇

一般社団法人　日本サッシ協会 標準書式　　2025.11.01

付属部材
（日射熱取得率のみに

適用）

　
　
サ

ッ
シ
メ
ー
カ
ーな

し

　
　
シ
リ
ー
ズ
名
又
は
記
号

物件の名称
地域区分

販売店名(代表者名） 取扱い事業所
担当者名

〇△様邸 新築工事

物件の所在地 （又は地番）

〇〇県××市△△　〇丁目△番地×号
事業所住所

TEL

合計開口面積

サ
イ
ズ
呼
称

アルミ樹脂複合

アルミ樹脂複合

アルミ樹脂複合

建築
会社名

〔NO．　／　〕

現場納入日

記
入
区
分

　
※
１
参
照

開口面積

外法
W

（㎜）

外法
H

（㎜）
W×H
（㎡）

※外法寸法
（小数点第2位まで）

取扱い事業所名

ガラス仕様 　厚さ・種類
〔①～④各項目を全て記入〕

　
※
2
参
照①

ガ
ラ
ス
種
類

②
Ｌ
ｏ
ｗ
－
Ｅ
の
有
無

③
中
空
層
種
類

④
中
空
層
厚
み

仕様
又は
計算

（試験）

１３－〇〇〇〇

株式会社 〇〇サッシ販売

株式会社 〇〇サッシ販売　△△営業所

〇〇年〇〇月〇〇日

アルミ樹脂複合

アルミ樹脂複合

アルミＳＧ＋樹脂内窓

アルミ樹脂複合

組立事業所登録NO.

住宅性能表示制度の必須項目

温熱環境・エネルギー消費量

熱貫流率

　U値
［W/㎡K］

日射熱取得率

η値

あり

シ

ャ

ッ
タ
ー

・
雨
戸

和
障
子

外
付
ブ
ラ
イ
ン
ド

付属
部材
なし

和障子
外付

ブラインド

性
能
根
拠

性
能
根
拠

窓　〇〇
〇〇県△△市××　１２３－４

０１２３-４５-６７８９

施工（管理）者名

アルミ樹脂複合

○○工務店

設
置
階

部
位

（
部
屋

）

選  択

直接記入 選     択

建
具
番
号

（
窓
番

）

方
位

窓
・
ド
ア
区
分

開閉形式

建具仕様

選択

種類

選     択

直接記入

◎以下の行は大部分がガラスで構成されていないドア等の開口部（フラッシュドア・引戸）の入力行です。＊仕様を選択した場合の自動表記は2 ロック、掘込み錠、ポストなし、付属部材なしの場合です。

直接記入

自動表記/直接入力選  択

付属部材
日射熱取得率

η値

アルミ樹脂複合

アルミ樹脂複合

アルミ樹脂複合

アルミ樹脂複合

納入確認者名

取付確認日 〇〇年〇〇月〇〇日

無し

　

　

　

無し

アルミ樹脂複合

アルミ樹脂複合

アルミ樹脂複合

アルミ樹脂複合

アルミ樹脂複合

0.05

0.79

選     択

直接記入

アルミ樹脂複合

Ａ シート

④ 各計算システムに活用できる外部開口部リストの情報データ

サッシ・ドアの
データ活用が
可能な項目

●方位
●開口部面積
●入力方法
●建具仕様
●ガラス仕様
●付属部材
●熱貫流率
●日射熱取得率

外部開口部リストは、評価協、建築研究所、の外皮計算システムにデータ入力する際に
必要な開口部（窓・ドア）のデータを、わかりやすく算出・表示しています！

１. 外部開口部リスト 運用要領

19



あああ（Meiryo UI 20ポイント）

Copyright(C)2025 Japan Sash Manufacturers Association All rights reserved. 

１-４） （一社）日本サッシ協会ホームページ

１. 外部開口部リスト 運用要領

「お役立ち情報 」を選択

20

「技術情報」を選択

資料番号

窓 ：２５－０７０１

ドア：２５－０７０２

二重窓：２０－１１０１

 ２４－０１０１
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１. 外部開口部リスト 運用要領 資料番号２５－０７０１
「建具とガラスの組み合わせ」
による開口部の熱貫流率表（住
宅用窓の簡易的評価による）

21

「建具とガラスの組み合わせ」による開口部の熱貫流率（建具の仕様とガラス性能から算出）

■大部分がガラスで構成されている窓等の開口部

ガスの封入※1 中空層の厚さ
付属部材

無し

シャッター・

雨戸付
和障子付

風除室

あり

12㎜以上 1.50 1.41 1.35 1.31
10㎜以上12㎜未満 1.60 1.49 1.43 1.38
8㎜以上10㎜未満 1.70 1.58 1.51 1.46
8㎜未満 1.90 1.75 1.66 1.60
13㎜以上 1.60 1.49 1.43 1.38
10㎜以上13㎜未満 1.70 1.58 1.51 1.46
7㎜以上10㎜未満 1.90 1.75 1.66 1.60
7㎜未満 2.15 1.96 1.86 1.77
12㎜以上 1.70 1.58 1.51 1.46
8㎜以上12㎜未満 1.90 1.75 1.66 1.60
8㎜未満 2.15 1.96 1.86 1.77
16㎜以上 1.70 1.58 1.51 1.46
10㎜以上16㎜未満 1.90 1.75 1.66 1.60
7㎜以上10㎜未満 2.15 1.96 1.86 1.77
7㎜未満 2.33 2.11 1.99 1.89
14㎜以上 2.15 1.96 1.86 1.77
8㎜以上14㎜未満 2.33 2.11 1.99 1.89
8㎜未満 2.91 2.59 2.41 2.26
10㎜以上 2.15 1.96 1.86 1.77
8㎜以上10㎜未満 2.33 2.11 1.99 1.89
8㎜未満 2.91 2.59 2.41 2.26
14㎜以上 2.15 1.96 1.86 1.77
11㎜以上14㎜未満 2.33 2.11 1.99 1.89
11㎜未満 2.91 2.59 2.41 2.26
13㎜以上 2.91 2.59 2.41 2.26
13㎜未満 3.49 3.04 2.82 2.59

単板ガラス － － － 6.51 5.23 4.76 3.95

2025/7  改訂

一般ガラス されていない

建具の仕様 ガラスの仕様

中空層の仕様 開口部の熱貫流率 [W/(㎡K)]※2

Low-Eガラス１枚

されている

されていない

三層複層ガラス

Low-Eガラス２枚

されている

されていない

されていない

複層ガラス

Low-Eガラス

されている

されていない

一般ガラス

樹脂製建具

又は

木製建具
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１. 外部開口部リスト 運用要領
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14㎜以上 1.60 1.49 1.43 1.38

11㎜以上14㎜未満 1.70 1.58 1.51 1.46

8㎜以上11㎜未満 1.90 1.75 1.66 1.60

8㎜未満 2.15 1.96 1.86 1.77

15㎜以上 1.70 1.58 1.51 1.46

10㎜以上15㎜未満 1.90 1.75 1.66 1.60

7㎜以上10㎜未満 2.15 1.96 1.86 1.77

7㎜未満 2.33 2.11 1.99 1.89

12㎜㎜以上 1.90 1.75 1.66 1.60

8㎜以上12㎜未満 2.15 1.96 1.86 1.77

8㎜未満 2.33 2.11 1.99 1.89

16㎜以上 1.90 1.75 1.66 1.60

10㎜以上16㎜未満 2.15 1.96 1.86 1.77

8㎜以上10㎜未満 2.33 2.11 1.99 1.89

8㎜未満 2.91 2.59 2.41 2.26

一般ガラス されていない 厚さ問わず 2.91 2.59 2.41 2.26

14㎜以上 2.33 2.11 1.99 1.89

14㎜未満 2.91 2.59 2.41 2.26

9㎜以上 2.91 2.59 2.41 2.26

9㎜未満 3.49 3.04 2.82 2.59

11㎜以上 3.49 3.04 2.82 2.59

11㎜未満 4.07 3.49 3.21 2.90

単板ガラス － － － 6.51 5.23 4.76 3.95

10㎜以上 2.91 2.59 2.41 2.26

10㎜未満 3.49 3.04 2.82 2.59

14㎜以上 2.91 2.59 2.41 2.26

7㎜以上14㎜未満 3.49 3.04 2.82 2.59

7㎜未満 4.07 3.49 3.21 2.90

8㎜以上 4.07 3.49 3.21 2.90

8㎜未満 4.65 3.92 3.60 3.18

単板ガラス － － － 6.51 5.23 4.76 3.95

※1 「ガス」とは、アルゴンガス又は熱伝導率がこれと同等以下のものをいいます。

　　　熱貫流率Uと日射遮蔽対策に基づき、小数点第２位を四捨五入した値　（例えば 2.33→2.3 等）　に読み替えても差し支えありません。　    

樹脂（又は木）

と金属の複合

材料製建具

三層複層ガラス

Low-Eガラス２枚

されている

されていない

Low-Eガラス１枚

されている

されていない

複層ガラス

Low-Eガラス

されている

されていない

一般ガラス されていない

　　　開口部の熱貫流率を有効数字2桁表記する場合は、国土交通省 資料ライブラリーで公表する「建築物省エネ法 木造戸建住宅の仕様基準ガイドブック」 開口部（窓、ドア）の

　　　戸付」、「和障子付」の熱貫流率は「5.2.2 付属部材が付与される場合」、「風除室あり」の熱貫流率は「5.2.3 風除室に面する場合」のそれぞれの計算式でUd,iに「付属部材無し」

　　　の値を用いて算出された値を小数点以下2桁に切り上げています。

一般ガラス されていない

表中の用語の定義については、国立研究開発法人建築研究所が公表する「平成28 年省エネルギー基準に準拠したエネルギー消費性能の評価に関する技術情報（住宅）」の「2.エネル

ギー消費性能の算定方法 2.1 算定方法 第三章 暖冷房負荷と外皮性能 第一節 全般」を参照（https://www.kenken.go.jp/becc/house.html）

※2 国立研究開発法人建築研究所が公表する「平成28年省エネルギ－基準に準拠したエネルギ－消費性能の評価に関する技術情報(住宅)」の「2. エネルギー消費性能の算定方法　

　　　2.1 算定方法 第三章 暖冷房負荷と外皮性能　第三節 熱貫流率及び線熱貫流率」より、「付属部材無し」の熱貫流率は「付録B 窓又はドアの熱貫流率 B.1 大部分が透明

　　　材料で構成されている開口部(窓等)」の表1,表2に基づき算出された値を小数点以下2桁に四捨五入したうえ、代表的に使用されている値に切り上げて表示しています。「シャッター・雨

その他

・金属製建具

・金属製熱遮断

  構造建具

等

複層ガラス

Low-Eガラス

されている

されていない

資料番号２５－０７０１
「建具とガラスの組み合わせ」
による開口部の熱貫流率表（住
宅用窓の簡易的評価による）
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１. 外部開口部リスト 運用要領 資料番号２５－０７０２
「建具とガラスの組み合わせ」
による開口部の熱貫流率表（住
宅用ドアの簡易的評価による）
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「建具とガラスの組み合わせ」による開口部の熱貫流率（建具の仕様とガラス性能から算出） 2025年7月 改訂

■大部分がガラスで構成されていないドア等の開口部（2 ロック、掘込み錠） （欄間付のドア、袖付のドア、欄間付の引戸、袖付きの引戸には適用できません）

ガスの封入※1 中空層の厚さ 付属部材無し 風除室あり

ドア内ガラスなし － － － 1.50 1.31

7㎜以上 1.90 1.60

7㎜未満 2.33 1.89

9㎜以上 1.90 1.60

9㎜未満 2.33 1.89

複層ガラス されていない 中空層厚問わない 2.33 1.89

ドア内ガラスなし － － － 1.50 1.31

9㎜以上 1.90 1.60

9㎜未満 2.33 1.89

12㎜以上 1.90 1.60

12㎜未満 2.33 1.89

複層ガラス されていない 中空層厚問わない 2.33 1.89

ドア内ガラスなし － － － 1.90 1.60

10㎜以上 2.33 1.89

10㎜未満 2.91 2.26

14㎜以上 2.33 1.89

14㎜未満 2.91 2.26

複層ガラス されていない 中空層厚問わない 2.91 2.26

ドア内ガラスなし － － － 1.90 1.60

14㎜以上 2.33 1.89

14㎜未満 2.91 2.26

されていない 中空層厚問わない 2.91 2.26

複層ガラス されていない 中空層厚問わない 2.91 2.26

ドア内ガラスなし － － － 1.90 1.60

されている 中空層厚問わない 2.91 2.26

されていない 中空層厚問わない 2.91 2.26

複層ガラス されていない 中空層厚問わない 2.91 2.26

ドア内ガラスなし － － － 2.33 1.89

されている 中空層厚問わない 2.91 2.26

されていない 中空層厚問わない 2.91 2.26

複層ガラス されていない 中空層厚問わない 2.91 2.26

ドア内ガラスなし － － － 2.91 2.26

されている 中空層厚問わない 3.49 2.59

されていない 中空層厚問わない 3.49 2.59

複層ガラス されていない 中空層厚問わない 3.49 2.59

ドア内ガラスなし － － － 2.91 2.26

されている 中空層厚問わない 3.49 2.59

されていない 中空層厚問わない 3.49 2.59

複層ガラス されていない 中空層厚問わない 3.49 2.59

ドア内ガラスなし － － － 1.50 1.31
8㎜以上 1.90 1.60
8㎜未満 2.33 1.89
10㎜以上 1.90 1.60
10㎜未満 2.33 1.89

複層ガラス されていない 中空層厚問わない 2.33 1.89
ドア内ガラスなし － － － 1.50 1.31

13㎜以上 1.90 1.60
13㎜未満 2.33 1.89
15㎜以上 2.33 1.89
15㎜未満 2.91 2.26

複層ガラス されていない 中空層厚問わない 2.91 2.26
ドア内ガラスなし － － － 1.90 1.60

11㎜以上 2.33 1.89
11㎜未満 2.91 2.26
15㎜以上 2.33 1.89
15㎜未満 2.91 2.26

複層ガラス されていない 中空層厚問わない 2.91 2.26
ドア内ガラスなし － － － 1.90 1.60

されている 中空層厚問わない 2.91 2.26
されていない 中空層厚問わない 2.91 2.26

複層ガラス されていない 中空層厚問わない 2.91 2.26
ドア内ガラスなし － － － 2.33 1.89

されている 中空層厚問わない 2.91 2.26
されていない 中空層厚問わない 2.91 2.26

複層ガラス されていない 中空層厚問わない 2.91 2.26
ドア内ガラスなし － － － 2.33 1.89

されている 中空層厚問わない 2.91 2.26
されていない 中空層厚問わない 2.91 2.26

複層ガラス されていない 中空層厚問わない 2.91 2.26
ドア内ガラスなし － － － 2.91 2.26

されている 中空層厚問わない 3.49 2.59
されていない 中空層厚問わない 3.49 2.59

複層ガラス されていない 中空層厚問わない 3.49 2.59
ドア内ガラスなし － － － 2.91 2.26

されている 中空層厚問わない 3.49 2.59
されていない 中空層厚問わない 3.49 2.59

複層ガラス されていない 中空層厚問わない 3.49 2.59

ドア内ガラスなし － － － 2.33 1.89

されている 中空層厚問わない 2.91 2.26

されていない 中空層厚問わない 2.91 2.26

複層ガラス されていない 中空層厚問わない 2.91 2.26

ドア内ガラスなし － － － 2.33 1.89

されている 中空層厚問わない 2.91 2.26

されていない 中空層厚問わない 2.91 2.26

複層ガラス されていない 中空層厚問わない 2.91 2.26

ドア内ガラスなし － － － 2.91 2.26

されている 中空層厚問わない 3.49 2.59

されていない 中空層厚問わない 3.49 2.59

8㎜以上 3.49 2.59

8㎜未満 4.07 2.90

単板ガラス － － 4.07 2.90

ドア内ガラスなし － － － 2.91 2.26

されている 中空層厚問わない 3.49 2.59

されていない 中空層厚問わない 3.49 2.59

複層ガラス されていない 中空層厚問わない 4.07 2.90

単板ガラス － － 4.07 2.90

ドア内ガラスなし － － － 6.51 3.95

されている 中空層厚問わない 6.51 3.95

されていない 中空層厚問わない 6.51 3.95

複層ガラス されていない 中空層厚問わない 6.51 3.95

単板ガラス － － 6.51 3.95

ドア内ガラスなし － － － 6.51 3.95

されている 中空層厚問わない 6.51 3.95

されていない 中空層厚問わない 6.51 3.95

複層ガラス されていない 中空層厚問わない 6.51 3.95

単板ガラス － － 6.51 3.95

※1 「ガス」とは、アルゴンガス又は熱伝導率がこれと同等以下のものをいいます。

熱貫流率Uと日射遮蔽対策に基づき、小数点第２位を四捨五入した値　（例えば 2.33→2.3 等）　に読み替えても差し支えありません。　    

開口部の熱貫流率

［W/(㎡K)]※2

金属製

熱遮断構造

金属製高断熱

フラッシュ構造

ポストなし
ドア内ガラスあり

Low-E複層ガラス

されている

されていない

ポストあり
ドア内ガラスあり

Low-E複層ガラス

されている

されていない

枠の仕様 戸の仕様 ガラスの仕様

中空層の仕様

金属製断熱

フラッシュ構造

ポストなし
ドア内ガラスあり

Low-E複層ガラス

されている

されていない

ポストあり
ドア内ガラスあり

Low-E複層ガラス されている

金属製

ハニカム

フラッシュ構造

ポストなし
ドア内ガラスあり

Low-E複層ガラス

ポストあり
ドア内ガラスあり

Low-E複層ガラス

金属製

フラッシュ構造

ポストなし
ドア内ガラスあり

Low-E複層ガラス

ポストあり
ドア内ガラスあり

Low-E複層ガラス

複合材料製

金属製高断熱

フラッシュ構造

ポストなし
ドア内ガラスあり

Low-E複層ガラス
されている

されていない

ポストあり
ドア内ガラスあり

Low-E複層ガラス
されている

されていない

金属製断熱

フラッシュ構造

ポストなし
ドア内ガラスあり

Low-E複層ガラス
されている

されていない

ポストあり
ドア内ガラスあり

金属製

ハニカム

フラッシュ構造

ポストなし
ドア内ガラスあり

Low-E複層ガラス

ポストあり
ドア内ガラスあり

Low-E複層ガラス

Low-E複層ガラス

金属製

フラッシュ構造

ポストなし
ドア内ガラスあり

Low-E複層ガラス

ポストあり
ドア内ガラスあり

Low-E複層ガラス

されていない

ポストあり
ドア内ガラスあり

Low-E複層ガラス

金属製

またはその他

金属製

フラッシュ構造

ポストなし
ドア内ガラスあり

Low-E複層ガラス

ポストあり
ドア内ガラスあり

Low-E複層ガラス

金属製

ハニカム

フラッシュ構造

ポストなし

金属製

またはその他

ポストなし
ドア内ガラスあり

Low-E複層ガラス

ポストあり
ドア内ガラスあり

Low-E複層ガラス

ドア内ガラスあり

Low-E複層ガラス

複層ガラス

※2 国立研究開発法人建築研究所が公表する「平成28年省エネルギ－基準に準拠したエネルギ－消費性能の評価に関する技術情報(住宅)」の「2. エネルギー消費性能の算定方法　

　　　2.1 算定方法 第三章 暖冷房負荷と外皮性能　第三節 熱貫流率及び線熱貫流率」より、「付属部材無し」の熱貫流率は「付録B 窓又はドアの熱貫流率 B.2 大部分が不透明

　　　材料で構成されている開口部(ドア等)」の表4～表6に基づき算出された値を小数点以下2桁に四捨五入したうえ、代表的に利用されている値に切り上げて表示しています。

　　　「風除室あり」の熱貫流率は「5.2.3 風除室に面する場合」のそれぞれの計算式でUd,iに「付属部材無し」の値を用いて算出された値を小数点以下2桁に切り上げています。

　　　（その他算出条件）グレージング、スペーサ及びフレームの熱影響の組み合せによる線熱貫流率Ψgは0.11(W/m・K)

　　　　　　　　　　　　　　　　錠のタイプは「掘込み錠」、錠のモデルは「シリンダ」×1箇所、「シリンダ＋角芯」×1箇所とし、錠の点熱貫流率χは0.19(W/K)

　　　　　　　　　　　　　　　　ポストありの場合のポストの点熱貫流率χは0.10(W/K)

開口部の熱貫流率を有効数字2桁表記する場合は、国土交通省 資料ライブラリーで公表する「建築物省エネ法 木造戸建住宅の仕様基準ガイドブック」 開口部（窓、ドア）の

表中の用語の定義については、国立研究開発法人建築研究所が公表する「平成28 年省エネルギー基準に準拠したエネルギー消費性能の評価に関する技術情報（住宅）」の「2.エネルギー消費性能の

算定方法 2.1 算定方法第三章 暖冷房負荷と外皮性能 第一節 全般」を参照（https://www.kenken.go.jp/becc/house.html）
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「建具とガラスの組み合わせ」による開口部の熱貫流率（建具の仕様とガラス性能から算出） 2025年7月 改訂

■大部分がガラスで構成されていないドア等の開口部（2 ロック、掘込み錠） （欄間付のドア、袖付のドア、欄間付の引戸、袖付きの引戸には適用できません）

ガスの封入※1 中空層の厚さ 付属部材無し 風除室あり

ドア内ガラスなし － － － 1.50 1.31

7㎜以上 1.90 1.60

7㎜未満 2.33 1.89

9㎜以上 1.90 1.60

9㎜未満 2.33 1.89

複層ガラス されていない 中空層厚問わない 2.33 1.89

ドア内ガラスなし － － － 1.50 1.31

9㎜以上 1.90 1.60

9㎜未満 2.33 1.89

12㎜以上 1.90 1.60

12㎜未満 2.33 1.89

複層ガラス されていない 中空層厚問わない 2.33 1.89

ドア内ガラスなし － － － 1.90 1.60

10㎜以上 2.33 1.89

10㎜未満 2.91 2.26

14㎜以上 2.33 1.89

14㎜未満 2.91 2.26

複層ガラス されていない 中空層厚問わない 2.91 2.26

ドア内ガラスなし － － － 1.90 1.60

14㎜以上 2.33 1.89

14㎜未満 2.91 2.26

されていない 中空層厚問わない 2.91 2.26

複層ガラス されていない 中空層厚問わない 2.91 2.26

ドア内ガラスなし － － － 1.90 1.60

されている 中空層厚問わない 2.91 2.26

されていない 中空層厚問わない 2.91 2.26

複層ガラス されていない 中空層厚問わない 2.91 2.26

ドア内ガラスなし － － － 2.33 1.89

されている 中空層厚問わない 2.91 2.26

されていない 中空層厚問わない 2.91 2.26

複層ガラス されていない 中空層厚問わない 2.91 2.26

ドア内ガラスなし － － － 2.91 2.26

されている 中空層厚問わない 3.49 2.59

されていない 中空層厚問わない 3.49 2.59

複層ガラス されていない 中空層厚問わない 3.49 2.59

ドア内ガラスなし － － － 2.91 2.26

されている 中空層厚問わない 3.49 2.59

されていない 中空層厚問わない 3.49 2.59

複層ガラス されていない 中空層厚問わない 3.49 2.59

ドア内ガラスなし － － － 1.50 1.31
8㎜以上 1.90 1.60
8㎜未満 2.33 1.89
10㎜以上 1.90 1.60
10㎜未満 2.33 1.89

複層ガラス されていない 中空層厚問わない 2.33 1.89
ドア内ガラスなし － － － 1.50 1.31

13㎜以上 1.90 1.60
13㎜未満 2.33 1.89
15㎜以上 2.33 1.89
15㎜未満 2.91 2.26

複層ガラス されていない 中空層厚問わない 2.91 2.26
ドア内ガラスなし － － － 1.90 1.60

11㎜以上 2.33 1.89
11㎜未満 2.91 2.26
15㎜以上 2.33 1.89
15㎜未満 2.91 2.26

複層ガラス されていない 中空層厚問わない 2.91 2.26
ドア内ガラスなし － － － 1.90 1.60

されている 中空層厚問わない 2.91 2.26
されていない 中空層厚問わない 2.91 2.26

複層ガラス されていない 中空層厚問わない 2.91 2.26
ドア内ガラスなし － － － 2.33 1.89

されている 中空層厚問わない 2.91 2.26
されていない 中空層厚問わない 2.91 2.26

複層ガラス されていない 中空層厚問わない 2.91 2.26
ドア内ガラスなし － － － 2.33 1.89

されている 中空層厚問わない 2.91 2.26
されていない 中空層厚問わない 2.91 2.26

複層ガラス されていない 中空層厚問わない 2.91 2.26
ドア内ガラスなし － － － 2.91 2.26

されている 中空層厚問わない 3.49 2.59
されていない 中空層厚問わない 3.49 2.59

複層ガラス されていない 中空層厚問わない 3.49 2.59
ドア内ガラスなし － － － 2.91 2.26

されている 中空層厚問わない 3.49 2.59
されていない 中空層厚問わない 3.49 2.59

複層ガラス されていない 中空層厚問わない 3.49 2.59

ドア内ガラスなし － － － 2.33 1.89

されている 中空層厚問わない 2.91 2.26

されていない 中空層厚問わない 2.91 2.26

複層ガラス されていない 中空層厚問わない 2.91 2.26

ドア内ガラスなし － － － 2.33 1.89

されている 中空層厚問わない 2.91 2.26

されていない 中空層厚問わない 2.91 2.26

複層ガラス されていない 中空層厚問わない 2.91 2.26

ドア内ガラスなし － － － 2.91 2.26

されている 中空層厚問わない 3.49 2.59

されていない 中空層厚問わない 3.49 2.59

8㎜以上 3.49 2.59

8㎜未満 4.07 2.90

単板ガラス － － 4.07 2.90

ドア内ガラスなし － － － 2.91 2.26

されている 中空層厚問わない 3.49 2.59

されていない 中空層厚問わない 3.49 2.59

複層ガラス されていない 中空層厚問わない 4.07 2.90

単板ガラス － － 4.07 2.90

ドア内ガラスなし － － － 6.51 3.95

されている 中空層厚問わない 6.51 3.95

されていない 中空層厚問わない 6.51 3.95

複層ガラス されていない 中空層厚問わない 6.51 3.95

単板ガラス － － 6.51 3.95

ドア内ガラスなし － － － 6.51 3.95

されている 中空層厚問わない 6.51 3.95

されていない 中空層厚問わない 6.51 3.95

複層ガラス されていない 中空層厚問わない 6.51 3.95

単板ガラス － － 6.51 3.95

※1 「ガス」とは、アルゴンガス又は熱伝導率がこれと同等以下のものをいいます。

熱貫流率Uと日射遮蔽対策に基づき、小数点第２位を四捨五入した値　（例えば 2.33→2.3 等）　に読み替えても差し支えありません。　    

開口部の熱貫流率

［W/(㎡K)]※2

金属製

熱遮断構造

金属製高断熱

フラッシュ構造

ポストなし
ドア内ガラスあり

Low-E複層ガラス

されている

されていない

ポストあり
ドア内ガラスあり

Low-E複層ガラス

されている

されていない

枠の仕様 戸の仕様 ガラスの仕様

中空層の仕様

金属製断熱

フラッシュ構造

ポストなし
ドア内ガラスあり

Low-E複層ガラス

されている

されていない

ポストあり
ドア内ガラスあり

Low-E複層ガラス されている

金属製

ハニカム

フラッシュ構造

ポストなし
ドア内ガラスあり

Low-E複層ガラス

ポストあり
ドア内ガラスあり

Low-E複層ガラス

金属製

フラッシュ構造

ポストなし
ドア内ガラスあり

Low-E複層ガラス

ポストあり
ドア内ガラスあり

Low-E複層ガラス

複合材料製

金属製高断熱

フラッシュ構造

ポストなし
ドア内ガラスあり

Low-E複層ガラス
されている

されていない

ポストあり
ドア内ガラスあり

Low-E複層ガラス
されている

されていない

金属製断熱

フラッシュ構造

ポストなし
ドア内ガラスあり

Low-E複層ガラス
されている

されていない

ポストあり
ドア内ガラスあり

金属製

ハニカム

フラッシュ構造

ポストなし
ドア内ガラスあり

Low-E複層ガラス

ポストあり
ドア内ガラスあり

Low-E複層ガラス

Low-E複層ガラス

金属製

フラッシュ構造

ポストなし
ドア内ガラスあり

Low-E複層ガラス

ポストあり
ドア内ガラスあり

Low-E複層ガラス

されていない

ポストあり
ドア内ガラスあり

Low-E複層ガラス

金属製

またはその他

金属製

フラッシュ構造

ポストなし
ドア内ガラスあり

Low-E複層ガラス

ポストあり
ドア内ガラスあり

Low-E複層ガラス

金属製

ハニカム

フラッシュ構造

ポストなし

金属製

またはその他

ポストなし
ドア内ガラスあり

Low-E複層ガラス

ポストあり
ドア内ガラスあり

Low-E複層ガラス

ドア内ガラスあり

Low-E複層ガラス

複層ガラス

※2 国立研究開発法人建築研究所が公表する「平成28年省エネルギ－基準に準拠したエネルギ－消費性能の評価に関する技術情報(住宅)」の「2. エネルギー消費性能の算定方法　

　　　2.1 算定方法 第三章 暖冷房負荷と外皮性能　第三節 熱貫流率及び線熱貫流率」より、「付属部材無し」の熱貫流率は「付録B 窓又はドアの熱貫流率 B.2 大部分が不透明

　　　材料で構成されている開口部(ドア等)」の表4～表6に基づき算出された値を小数点以下2桁に四捨五入したうえ、代表的に利用されている値に切り上げて表示しています。

　　　「風除室あり」の熱貫流率は「5.2.3 風除室に面する場合」のそれぞれの計算式でUd,iに「付属部材無し」の値を用いて算出された値を小数点以下2桁に切り上げています。

　　　（その他算出条件）グレージング、スペーサ及びフレームの熱影響の組み合せによる線熱貫流率Ψgは0.11(W/m・K)

　　　　　　　　　　　　　　　　錠のタイプは「掘込み錠」、錠のモデルは「シリンダ」×1箇所、「シリンダ＋角芯」×1箇所とし、錠の点熱貫流率χは0.19(W/K)

　　　　　　　　　　　　　　　　ポストありの場合のポストの点熱貫流率χは0.10(W/K)

開口部の熱貫流率を有効数字2桁表記する場合は、国土交通省 資料ライブラリーで公表する「建築物省エネ法 木造戸建住宅の仕様基準ガイドブック」 開口部（窓、ドア）の

表中の用語の定義については、国立研究開発法人建築研究所が公表する「平成28 年省エネルギー基準に準拠したエネルギー消費性能の評価に関する技術情報（住宅）」の「2.エネルギー消費性能の

算定方法 2.1 算定方法第三章 暖冷房負荷と外皮性能 第一節 全般」を参照（https://www.kenken.go.jp/becc/house.html）
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１-４） 国立研究開発法人 建築研究所ホームページの技術情報
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日本サッシ協会では、『外部開口部リスト』の書式を全面的に見直し、サッシ
事業所の皆様が、日常の仕事に直結した役立つ内容に変更しました。

記入方式も、選択や自動記入などを取り込み、さらに、法基準に示される難
解な文言をできるだけ省き、容易にリスト作成ができるように生まれ変わりま
した。

≪外部開口部リストの主な特長≫
① 外皮性能計算に必要な項目に即したデータ表示
② 住宅性能表示制度項目において、納入されたサッシ・ドアに要求される

性能があることの証明、及び品質に関する責任の所在の明確化

１-５） 平成28年省エネ基準、住宅性能表示等への対応

◆『Aシート』 温熱環境部分のみ表示する場合に使用

◆『Bシート』 サッシに係わる住宅性能表制度の全項目を網羅させる場合に使用

⇒ 用途に応じて、『A・B』いずれのシート使用もOK！

１. 外部開口部リスト 運用要領
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